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3 次元画像として冠動脈を観察できる Whole Heart Magnetic Resonance Coronary Angiography (MRCA)
は、Computed Tomographic Coronary Angiography と異なり、被曝がなく造影剤も使用する必要がない。
しかし、心拍変動が多い場合や呼吸が不規則な場合には撮像時間が長時間に及ぶため、患者の体動等により画
像が不良となり、撮像完了率や描出能が低下する問題がある。 
本研究は、Whole Heart MRCA の撮像時間を短縮する新方法を紹介し、新手法の有用性を明らかにすること
を目的とする。これまでの Whole Heart MRCA の信号収集方法は、心臓の動きが少ない拡張中期に撮像する
のが一般的であったが、新手法は、K-space の信号収集オーダーが Low-high radial であることを利用し、動
きの影響を受けづらい高周波部分の信号も合わせて収集することで撮像時間短縮を図る手法である。つまり、
Whole Heart MRCA の信号収集の時間帯を延長させることで、撮像時間を短縮するという方法である。使用
装置は、PHILIPS 社製 MRI Gyroscan Intera1.5T Master R9、Cardiac 5ch コイルを使用した。 
基礎的研究では、心筋動態ファントムを使い収集タイミングと収集時間の検討を行った。心筋動態ファント
ムでの検討では、信号収集タイミングが拡張中期より前にずれると位置ずれやアーチファクト(ボケ)が多くな
るが、拡張中期より後半へのずれでは、位置ずれやアーチファクト(ボケ)は少なかった。また、収集開始を従
来法と同じに設定し、収集時間を延長した実験では、収集時間を従来法の 1.5 倍程度にまで延長させてもアー
チファクト(ボケ)は少なかった。 
臨床的研究では、同意を得られた 61 例で撮像時間、画質について検討を行った。新手法の撮像時間は、従
来法の約２分の１に短縮された。画質は、循環器医師 2 名と診療放射線技師 3 名により、4 段階評価の画像ス
コアで評価し、新手法と従来法とで有意差はなかった。また、心臓カテーテル検査における 50％狭窄病変の
感度、特異度について AHA 分類の#1、#2、#3、#4、#5、#6、#7、#11、#13 で評価し、従来法と新手法に有
意差はなかった。また、この方法は、多チャンネルマルチコイルなどの新たな撮像時間短縮を行う方法と併用
でき有用な方法である。 
今回の研究結果より、Whole Heart MRCA の信号収集の時間帯を延長させることで、撮像時間を短縮する
という新手法は、撮像時間を約 2 分の１に短縮し、従来法に近い画像を得ることができる有用な一撮像法であ
ると考えられた。 
 
